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税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

４
月
５
日
で
春
の
拡
大
月
間（
仲
間
を
増
や
す
）月
間
は
終

了
し
ま
し
た
が
、引
き
続
き
身
近
な
新
入
職
者
や
税
金
申
告
・

労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組
合
未
加
入
者
の
方

を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ぜ
ひ
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

復
帰
五
十
年

を
迎
え
る
な
か
、

沖
縄
県
名
護
市

辺
野
古
に
新
た

な
米
軍
基
地
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

▼
九
五
年
の
米
兵
少
女
暴
行

事
件
を
機
に
基
地
縮
小
を
求

め
る
県
民
世
論
が
高
ま
る

な
か
、日
米
両
政
府
は
宜
野

湾
市
の
普
天
間
基
地
の「
全

面
返
還
」で
合
意
し
ま
し
た

が
、県
内
移
設
と
い
う
条
件

付
き
で
し
た
▼
〇
六
年
に
日

米
両
政
府
が
合
意
し
た
辺
野

古
へ
の「
移
設
」計
画
は
Ｖ
字

型
の
二
本
滑
走
路
や
軍
港
施

設
、弾
薬
搭
載
区
域
な
ど
、普

天
間
基
地
に
は
な
い
機
能
を

持
つ
巨
大
な
最
新
鋭
基
地
で

す
。辺
野
古
・
大
浦
湾
の
自
然

環
境
を
破
壊
し
、住
民
を
事

故
や
騒
音
な
ど
の
被
害
に
さ

ら
す
危
険
を
新
た
に
生
む
も

の
で
す
▼
沖
縄
で
は
米
軍
統

治
下
の
一
九
五
〇
年
代
、強

権
的
な
土
地
収
用
や
人
権
侵

害
に
反
対
す
る
島
ぐ
る
み
闘

争
が
広
が
り
、本
土
復
帰
運

動
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。基

地
の
な
い
平
和
へ
の
願
い
が

復
帰
運
動
の
原
点
で
し
た

が
、そ
の
願
い
は
復
帰
か
ら

五
十
年
経
て
も
か
な
え
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
▼
県
民
は
辺
野

古
新
基
地
反
対
の
意
思
を
何

度
も
示
し
て
い
ま
す
が
、政

府
は
民
意
を
無
視
し
て
建
設

を
強
行
し
ま
す
。宜
野
湾
市

の
ど
真
ん
中
の
住
宅
密
集
地

に
あ
っ
て
世
界
一
危
険
な
普

天
間
基
地
は
、無
条
件
に
撤

去
す
る
の
が
当
然
で
す
。県

民
の
そ
ん
な
当
た
り
前
の
願

い
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
か
な

う
の
で
し
ょ
う
か
＝
資
料
提

供
・
日
本
機
関
紙
協
会
大
阪

府
本
部
＝
。

（
Ｋ
）

  

仕
事
確
保
に
つ
な
ご
う

     

こ
ど
も

み
ら
い

住
宅
支
援
事
業
の
活
用
を

　

こ
ど
も
み
ら
い
住
宅
支
援

事
業
は
「
子
育
て
世
帯
の
支

援
」
を
目
的
と
し
た
住
宅
補

助
金
制
度
で
す
。

◆
事
業
者
登
録
が
必
要

事
業
者
登
録
後
の
着
工
が
対

象
。
事
業
者
が
補
助
金
申
請

し
、
施
主
に
補
助
金
を
還
元

し
ま
す
。
事
業
者
登
録
、
補

助
金
申
請
の
手
続
き
は
事
務

局
の
Ｈ
Ｐ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
申
請
に
な
り
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

・
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
を

持
つ
子
育
て
世
帯

・
夫
婦
ど
ち
ら
か
が
三
十
九

歳
以
下
の
若
者
夫
婦
世
帯

・
対
象
工
事
を
実
施
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
で
の
申
請
は
全
世

帯
　

最
大
補
助
金
額
は
、
大
き

く
分
け
て
三
つ
で
す
。

・
Ｚ
Ｅ
Ｈ
、
Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ 

Ｚ
Ｅ
Ｈ
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ 

Ｒ
ｅ
ａ

ｄ
ｙ 

ま
た
は 

Ｚ
Ｅ
Ｈ 

ｏ
ｒ

ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
の
場
合
：
百

万
円
／
戸

・
高
い
省
エ
ネ
性
能
等
を
有

す
る
住
宅
：
八
十
万
円
／
戸

・
一
定
の
省
エ
ネ
性
能
の
あ

る
住
宅
：
六
十
万
円
／
戸

・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
は
、

上
限
三
十
万
円
／
戸
で
す
が
、

子
育
て
・
若
者
夫
婦
世
帯
の

要
件

　

工
事
請
負
契
約
が
契
約
変

更
を
除
き
、
二
〇
二
一
年
十

一
月
二
十
六
日
～
二
〇
二
二

年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
締

結
し
た
も
の
。

　

ま
た
、
事
業
者
登
録
を
行

な
っ
た
後
、
二
〇
二
二
年
十

月
三
十
一
日
ま
で
に
建
築
着

工
す
る
も
の
。

　

た
だ
し
、
申
請
の
際
に
工

事
が
一
定
以
上
の
出
来
高
に

達
し
て
お
り
、
期
間
内
に
申

請
・
完
了
報
告
が
可
能
な
も

の
に
限
る
。

※
詳
細
は
こ
ど
も
み
ら
い
支

援
事
業
事
務
局
Ｈ
Ｐ
を
。

場
合
は
上
限
四
十
五
万

円
／
戸
も
し
く
は
既
存

住
宅
購
入
を
伴
っ
て
い

れ
ば
上
限
六
十
万
円
／

戸◆
補
助
金
交
付
ま
で
の

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提
供

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

イ
ン)

」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労ＬＩＮＥ

　

四
月
八
日
（
金
）
、
第
五

十
六
回
青
年
部
定
期
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
谷
内
委
員
長
、
栃

山
組
織
部
長
か
ら
「
青
年
部

で
出
会
っ
た
仲
間
は
、
そ
の

後
も
仕
事
の
う
え
で
も
助
け

合
え
る
関
係
を
築
け
る
。
横

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
青
年
部
活
動
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。
サ
ポ
ー
ト
は

惜
し
ま
な
い
」
と
励
ま
し
を

受
け
議
事
開
始
。

　

植
田
青
年
部
長
ら
が
二
〇

二
一
年
度
運
動
方
針
案
、
予

算
案
を
提
案
、
す
べ
て
の
議

事
を
承
認
し
、
役
員
改
選
で

は
引
き
続
き
植
田
正
治
さ
ん

（
住
吉
）
が
部
長
に
、
書
記

長
に
向
井
至
さ
ん
（
堺
）
、

副
部
長
に
鈴
木
翔
さ
ん
（
岸

和
田
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
で

は
、
「
組
合
で
横
の
つ
な
が

り
を
求
め
て
参
加
し
ま
し

た
」
と
話
す
初
参
加
の
仲
間

を
そ
の
後
の
名
刺
交
換
会
で

囲
み
な
が
ら
、
仕
事
や
組
合

の
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
向
井
書
記
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
意
気
上
げ

て
閉
会
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
乗
り
こ
え
再
ス
タ
ー
ト

〝
横
の
つ
な
が
り
作
り
た
い
〟

　
　
　 
初
参
加
の
仲
間
も

青
年
部

定
期
大
会

　

四
月
三
日
（
日
）
関
西
青

協
第
五
十
五
回
定
期
総
会
が

京
建
労
会
館
で
開
催
さ
れ
、

全
体
で
三
十
人
、
大
建
労
か

ら
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

関
西
青
協
・
嶋
岡
議
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
来
賓
の
全

国
青
協
議
長
の
谷
岡
総
務
か

ら
励
ま
し
の
こ
と
ば
が
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
運
動

に
取
り
組
め
な
か
っ
た
二
一

年
度
の
総
括
を
踏
ま
え
て
、

従
前
の
活
動
を
取
り
戻
し
て

い
く
運
動
方
針
を
提
案
、
質

疑
応
答
を
経
て
承
認
し
ま
し

た
。

　

各
組
合
の
活
動
報
告
で
は

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
仲
間
同

士
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し

て
い
こ
う
と
す
る
よ
う
す
が

報
告
さ
れ
、
役
員
改
選
で
は

大
建
労
・
鈴
木
青
年
部
副
部

長
が
新
議
長
に
就
任
、
関
西

の
若
者
が
協
力
し
活
発
な
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
国
青
協
の
歌
を

合
唱
し
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で

閉
会
し
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
八
日
（
月
）
中

止
に
な
っ
た
旗
び
ら
き
の
代

替
行
事
と
し
て
「
青
年
部
交

流
会
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

来
賓
に
谷
内
委
員
長
、
栃

山
組
織
部
長
を
招
き
、
励
ま

し
の
言
葉
の
あ
と
楽
し
い
交

流
会
。
賞
品
獲
得
ね
ら
っ
て

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に

気
色
ば
む
参
加

者
、
「
ビ
ン
ゴ
」

の
声
が
上
が
る
た

び
に
青
年
部
役
員

ら
が
選
び
抜
い
た

賞
品
を
手
に
笑

顔
。
久
し
ぶ
り
の

対
面
の
交
流
に
盛

り
上
が
り
ま
し

た
。

　

新
議
長
に
大
建
労
・
鈴
木
氏

　
  

関
西
青
協
第
55
回
大
会

交
流
会
で
久
々

に
エ
ン
ジ
ョ
イ

植田青年部長

定
期
大
会
参
加
の
み
な
さ
ん

初参加の仲間と交流も

あいさつする鈴木新議長（大建労）
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が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

持続化給付金の申請サポート会も開催しました

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
秋
に
は
仲
間
を
増

や
す
組
織
拡
大
月
間
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
し
込
み　

申
込
書
に
記
入

の
上
、写
真
を
添
え
て
郵
送
、

も
し
く
は
当
日
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
ご
不
明
な
点
は
本
部
・
匹

田
ま
で

場
所　

大
建
労
五
階
会
議
室

定
員　

三
十
六
人

※
五
月
二
十
七
日
時
点
で
十

九
人
以
下
の
場
合
は
中
止

受
講
料　

組
合
員
七
千
円　

組
合
員
以
外
八
千
円

申
込
期
間　

四
月
五
日
㈫
か

ら
六
月
三
日
㈮
ま
で

ル
ハ
ー
ネ
ス
を
用
い
て
行
な

う
作
業
に
つ
い
て
は
特
別
教

育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ま
だ
受
講
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

六
月
十
二
日（
日
）九

時
～
十
七
時

上
の
場
所
で
の
フ
ル
ハ
ー
ネ

ス
型
墜
落
制
止
用
器
具
の
着

用
を
義
務
付
け
ま
し
た
。フ

　

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落

　

制
止
用
器
具
特
別
教
育

　

厚
労
省
は
労
働
安
全
衛
生

規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

建
設
現
場
で
は
高
さ
五
ｍ
以

◆
最
優
秀
賞　

箱
田
弘
幸
さ

ん
（
松
原
）
…
名
前
は
レ
ン

で
す
。
犬
種
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル

レ
ト
リ
バ
ー
、
二
〇
一
九
年

の
花
見
が
最
後
、
十
四
年
の

命
で
し
た
。

◆
優
秀
賞　

小
田
勝
典
さ
ん

（
門
真
）
…
起
こ
さ
れ
て
機

嫌
が
悪
い　

豆
柴
ハ
チ
く
ん

で
す
。

◆
優
秀
賞　

大
西
沙
綺
さ
ん

（
門
真
）
…
僕
の
お
気
に
入

　

こ
の
ほ
ど
大
建
労
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
普
及
を
目
的
に

「
大
建
労
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
お
友
だ

ち
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
写
真
作
品

を
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
送
る

だ
け
で
応
募
で
き
ま
す
。

　

毎
月
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
告
知
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
で
行
な
い
ま
す
。

　

入
賞
者
に
は
ク
オ
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
の
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
登
録
の
う
え
、
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
記
念
す

べ
き
第
一
回
に
は
十
一
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
入
賞
は
こ

れ
ら
四
作
品
で
す
。

り
の
場
所

◆
優
秀
賞　

藤
田
富
史
行
さ

ん
（
西
淀
川
）
… 

先
行
っ

と
く
ね
ぇ
～

　

【
組
織
部
発
】
二
月
～
四

月
五
日
ま
で
取
り
組
ん
だ

「
仲
間
増
や
す
春
の
拡
大
月

間
」
は
、
四
月
七
日
の
仮
集

計
段
階
で
は
百
九
十
三
人
の

新
加
入
者
を
迎
え
、
六
支
部

が
組
織
数
の
二
％
の
目
標
を

ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
達
成
率
の
高

か
っ
た
の
は
貝
塚
で
、
成
果

十
人
・
達
成
率
は
二
〇
〇
％
。

続
い
て
東
成
（
三
人
・
一
五

〇
％
）
、
豊
中
（
九
人
・
一

五
〇
％
）
、
大
東
（
十
五

人
・
一
三
六
・
四
％
）
、
西

成
（
四
人
・
一
〇
〇
％
）
、

堺
（
七
十
一
人
・
一
〇

〇
％
）
と
、
計
六
支
部
が
目

標
達
成
。

　

支
部
目
標
達
成
こ
そ
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
城
東
鶴
見
、

泉
佐
野
・
生
野
な
ど
が
達
成

ま
で
あ
と
一
人
の
が
ん
ば
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　
亡
き
愛
犬
の
思
い
出
も

　  

入
賞
作
品
の
コ
メ
ン
ト
紹
介

春
の
拡
大
月
間

６
支
部
が
達
成

優
秀
賞
・
大
西
沙
綺
さ
ん
（
門
真
）

最優秀賞・箱田弘幸さん（松原）

優秀賞・小田勝典さん（門真）

優
秀
賞
・
藤
田
富
史
行
さ
ん
（
西
淀
川
）


